
伯和興産とタイアップ
廿日市市峠に大規模墓苑を建設
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宗
教
法
人
法
泉
院

（
大
竹
市
玖
波
六
丁

目
一
―
一
二
、
和
泉

龍
啓
住
職
）
は
、
伯

和
グ
ル
ー
プ
の
�株
伯

和
興
産（
中
区
鉄
砲
町

一
〇
―
一
六
、
安
本

養
伯
社
長
）
と
タ
イ

ア
ッ
プ
し
、
廿
日
市

市
峠
仏
之
前
と
迫
田

の
山
林
一
帯
に
、
大

規
模
な
公
園
墓
地「
佐

伯
中
央
墓
苑
」
を
建

設
す
る
。完
成
は
０
９

年
６
月
、
販
売
開
始

は
同
年
４
月
を
予
定
。

総
事
業
費
約
八
億

円
を
投
じ
て
山
林
三
万
六
五
七
八
・
一
七

�
�
を
開
発
し
、
墓
域
面
積
一
万
九
〇
八

二
・
五
六
�
�
、
墓
地
面
積
五
七
一
二
・

四
四
�
�
を
造
成
。
大
竹
、
広
島
、
廿
日

市
市
を
対
象
エ
リ
ア
に
数
百
区
画
規
模
の

建
設
を
目
指
す
。
墓
苑
内
に
は
三
一
九
�

�
規
模
の
管
理
事
務
所
を
設
け
、
所
内
に

法
事
室
、
休
憩
室
、
仏
具
販
売
コ
ー
ナ
ー

を
設
置
。
外
部
に
は
水
汲
み
場
、
駐
車
場

六
〇
台
分
を
備
え
る
。
高
齢
者
や
身
障
者

に
配
慮
し
、
場
内
は
バ
リ
ア
フ
リ
ー
と
す

る
。
設
計
は
マ
ッ
ク
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
、

施
工
は
今
井
産
業
�株（
島
根
）が
当
た
る
。

伯
和
興
産
は
こ
れ
ま
で
、
東
広
島
市
西

条
町
に
西
条
中
央
墓
苑
・
西
条
や
す
ら
ぎ

墓
苑（
一
一
〇
区
画
）、
広
島
市
安
芸
区
矢

野
町
に
矢
野
や
す
ら
ぎ
墓
苑
（
五
二
八
区

画
）
を
完
成
し
、
販
売
中
。
約
二
〇
年
間

に
わ
た
る
構
想
の
実
現
と
な
る
佐
伯
中
央

墓
苑
の
建
設
を
機
に
今
後
、
墓
苑
販
売
業

務
に
拍
車
を
掛
け
る
方
針
だ
。

ユ
ー
ア
イ
・
ベ
ル
モ
ニ
ー

ネ
ッ
ト
で
供
花
・
供
物
受
注

西
日
本
地
区
大
手
の
冠
婚
葬
祭
業
者
、

平
安
閣
グ
ル
ー
プ
の
ユ
ー
ア
イ
・
ベ
ル
モ

ニ
ー
�株
（
西
区
南
観
音
三
丁
目
一
六
―
一

九
、
上
田
勝
久
社
長
）
は
、
供
花
、
供
物

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
受
注
を
始
め
た
。

供
花
、
供
物
は
法
人
需
要
が
九
〇
％
を

占
め
て
お
り
、
ネ
ッ
ト
の
利
用
で
顧
客
の

利
便
性
向
上
を
図
る
。
従
来
は
生
花
や
盛

籠
を
受
注
す
る
場
合
、
電
話
で
依
頼
を
受

け
た
後
に
注
文
用
紙
を
フ
ァ
ク
ス
送
信
し

て
も
ら
い
、
再
度
電
話
で
内
容
を
確
認
し

て
い
た
。簡
単
操
作
で
ネ
ッ
ト
受
注
が
で
き

る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
た
こ
と
で
、
通
信

費
の
削
減
と
迅
速
な
対
応
が
可
能
に
な
る
。

注
文
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
はu-b.jp/funeral/

。

▽
サ
ー
ビ
ス
産
業
生
産
性
協
議
会（
東
京
）

は
、
３
月
６
日
午
後
２
時
か
ら
ホ
テ
ル
グ

ラ
ン
ヴ
ィ
ア
広
島
で
「
サ
ー
ビ
ス
・
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー
ｉ
ｎ
広
島
」
を
開

く
。
基
調
講
演
「
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
と
生
産
性
向
上
に
向
け
て
〜

製
造
ノ
ウ
ハ
ウ
で
お
客
様
満
足
度
ア
ッ
プ

〜
」
や
、
特
別
講
演
「
ト
ヨ
タ
式
サ
ー
ビ

ス
業
の
顧
客
満
足
度
向
上
」、事
例
紹
介
な

ど
。
参
加
無
料
。
�電
〇
三
―
五
二
五
一
―

三
八
四
一
。

「
最
近
、
あ
の

人
は
年
を
取
っ
て

き
た
な
ぁ
」
と
し

み
じ
み
感
じ
入
る

時
が
あ
る
。
全
体

の
雰
囲
気
か
ら
滲
み
出
て
く
る
も
の
も
あ

る
が
、
身
体
の
動
作
の
中
か
ら
も
そ
れ
は

感
じ
取
れ
る
場
合
が
あ
る
。

私
も
、
自
分
の
事
を
「
年
寄
り
臭
く
な

っ
た
な
ぁ
」
と
思
う
事
は
あ
る
が
、
そ
れ

が
考
え
方
と
か
趣
味
嗜
好
で
あ
れ
ば
「
仕

方
が
な
い
」
と
き
っ
ぱ
り
居
直
る
事
に
し

て
い
る
。
し
か
し
、
動
き
の
中
で
感
じ
ら

れ
た
時
に
は
悲
し
く
な
る
し
、
改
善
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
決
意
し
て
い
る
。

観
察
し
て
み
る
と
、
若
い
人
の
動
き
に

は
、
そ
の
動
作
に
必
要
な
部
分
の
筋
肉
に

し
か
力
が
入
っ
て
い
な
い
事
に
気
が
付
い

た
。
そ
れ
に
比
べ
高
齢
者
の
場
合
は
、
筋

力
の
低
下
や
体
の
硬
さ
も
関
係
し
て
い
る

と
思
わ
れ
る
が
、
一
番
の
ポ
イ
ン
ト
は
無

駄
な
と
こ
ろ
に
力
が
入
っ
て
し
ま
い
、
そ

の
為
に
動
作
の
ス
ピ
ー
ド
や
円
滑
さ
が
欠

け
て
し
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
た
。

し
か
し
、
こ
の
無
駄
な
力
は
高
齢
者
だ

け
に
見
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
若
い
人

に
も
き
ち
ん
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ

の
無
駄
な
力
を
�
力
み
�
と
呼
ぶ
。
よ
く

ス
ポ
ー
ツ
の
場
面
等
で
「
力
む
な
！
」
と

ヤ
ジ
が
飛
ん
だ
り
す
る
事
が
あ
る
が
、
そ

の
言
葉
こ
そ
が
無
駄
な
と
こ
ろ
に
力
を
入

れ
る
な
と
い
う
ア
ド
バ
イ
ス
な
の
で
あ
ろ

う
。
無
駄
な
と
こ
ろ
に
力
を
入
れ
る
と
動

き
は
逆
に
緩
慢
に
な
り
、
本
当
の
力
が
出

て
こ
な
い
と
い
う
事
で
あ
る
。
こ
の
言
葉

を
現
代
風
に
い
う
と
「
リ
ラ
ッ
ク
ス
」
と

い
う
言
葉
に
な
る
。

し
か
し
、
こ
の
「
リ
ラ
ッ
ク
ス
」
と
い

う
の
は
案
外
曲
者
で
あ
る
。
日
本
語
に
訳

す
と
「
脱
力
」
と
い
う
言
葉
に
な
る
の
だ

が
、
唯
単
に
「
力
を
抜
け
」
と
命
令
さ
れ

て
も
な
か
な
か
そ
れ
を
実
行
す
る
事
は
難

し
い
。
逆
に
、
力
を
抜
こ
う
と
し
て
緊
張

し
て
し
ま
い
、
却
っ
て
力
が
入
っ
て
し
ま

う
事
も
あ
る
。

で
は
、
そ
ん
な
時
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ

い
の
か
と
い
う
と
、
ま
ず
は
全
身
の
筋
肉

に
力
を
入
れ
、
体
が
硬
く
な
っ
て
い
る
の

を
感
じ
る
。
要
す
る
に
ま
ず
は
力
む
の
で

あ
る
。
そ
れ
か
ら
体
の
各
部
分
に
意
識
を

持
っ
て
い
き
、
そ
の
部
分
の
力
を
抜
き
、

脱
力
し
て
い
る
の
を
感
じ
る
の
で
あ
る
。

「
リ
ラ
ッ
ク
ス
の
為

に
は
、
ま
ず
力
む
」

こ
れ
が
、
精
神
医
学
的

な
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン

法
の
一
つ
で
あ
る
筋
弛

緩
法
の
極
意
で
あ
る
。

脱
力
の
す
す
め

広
島
市
医
師
会
副
会
長

山
中
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長

山
中

祐
介

３
Ｇ
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Ｑ

見
出
Ｇ

（18）

（第３種郵便物認可）

広島経済レポート２００８年２月２１日号 No.2617

ート／２００８年２月～／０２月２１日号　第０７号通巻２６１７号／Ｐ１８　健康メモ／Ｐ１８　健康メモ  2008.02.15 17.47.09  Page 18 


